
日本基督教団 八ヶ岳伝道所  三主日礼拝   NO.1172  2021 年 5 月 16 日 

牧師  山本護     奏楽 山本恵美     第一部礼拝  司式  青柳明美    9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います                   第二部礼拝   司式  辻りち子    11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

頌  栄  539 あめつちこぞりて 

祈  禱 

聖  書 詩編 91:1~5 

使徒言行録 12:12 

讃 美 歌 491 きよき朝よ、たのしき日よ 

説  教 『 バルナバの従兄弟マルコ 』 

       長崎 哲夫  牧師 

祈  禱 

讃 美 歌  265 世びとの友となりて 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 聖なるかな 

頌  栄 544 あまつみたみも 

祝  禱 後  奏  

 主イエス・キリストの昇天事件を経た弟子たちのその後の消息は全て行伝にある。あの出来事は、

オリーブ畑即ち安息日にも歩けたベタニアでのこと。例のナルドの香油を御足に塗ったマリアを咎め

たイスカリオテはそれが仇となり、彼は一行の経費の詐欺も発覚した(ヨハ 12:1)。ルカはエルサレム

入城以来主の一行は昼は城内、夜は此処で過ごしたと言っている(ルカ 21:37)。以来彼らは左手にキド

ロンの谷を見下ろし、右手のオリーブ山を仰ぎながらゲッセマネを下って都に入った。この急坂でイ

エスは驢馬に乗って大勢の歓迎も受けた(ルカ 19:28)。彼らが厚い信仰を一つにして祈ったのは、ヨハ

ネ・マルコの母マリア所有の二階屋、最後の晩餐の広間(ルカ 22:12)であり、其処は一度に 120 人も

が入れ(行 1:15)、女中ロデ等相当な暮らしが目に浮かぶ。家長マリアは息ヨハネ・マルコと共に主を

間近に見、弟子たちにもガリラヤの女たちとも接しただろう。とすれば、彼らはイスカリオテの裏切

りやそれへの主の言葉も聞いた。その夕方、マルコは心配になってゲッセマネからイエスを追い、発

見されて、素っ裸で母のもとへ逃げ帰った(マコ 14:51)。彼は、後にレンブラントが「夜警」に自分を

描いていたと同様マルコ伝に記した。 

「逃げてしまった」で思うのは、彼がパウロとバルナバとの助手(行 13:5)となり、とは言っても小

間使いでは無く、ギリシャ語等の通訳としても、何よりもイエスを傍らで直接見聞きした生き証人で

あった。加えて 12 弟子ヤコブの壮烈な殉教(行 12:1)を目の当たりにした数少ない人。だが、若かった

マルコは第一回伝道旅行(行 13:1-14:28)でその苦難に堪えられなかったのか、途中地中海のパフォス

からパンフリア州のベルゲで二人を差し置いてエルサレムに帰ってしまった(行 13:13)。この時、パウ

ロと共にいたのは、マルコの従兄弟キプロス生まれのバルナバ。彼はエルサレム教会の草創期、自分

の畑を売って教会に献げたレビ人(行 4:36)。母マリア系兄妹の子かどうか。回心してユダヤ人らに殺

害の危機に晒された初期のパウロを使徒たちに仲介し、自由に行き来させ、恐れず語れる者とした牧

会者だった(行 9:27)。 

 教会にはいつの時代も困難が付き纏う。此処では異邦人の改宗問題、特にモーセの割礼無しの洗礼

等ユダヤ人信徒との論争で第一回エルサレム教会総会招集となり、それが一応の決着後(行 15:28-29)、

各地に知らしめんとして、パウロは第二回伝道旅行(行 15:36-18:22)をバルナバに提案した。バルナバ

はマルコの敗者復活戦を意識してか彼の同道を求めたが、それを赦さないパウロと大激論となり、遂

にバルナバはマルコとキプロスへ、パウロはシラスを連れてシリア、キリキア両州へ出発した(行

15:36)。後年マルコにパウロとの和解を勧めたのはバルナバかも知れない。コロサイ書にはパウロが、

「わたしと一緒に囚われの身となっているアリスタルコが、そしてバルナバの従兄弟マルコがあなた

がたに宜しく」(4:10)とある。マルコについて、福音書の過越しの準備、晩餐、ヨハネ伝だけは洗足

も、主の決別説教、受難、復活、昇天、聖霊降臨、宣教の第一線だった母の家の教会創立、説教及び

祈祷会等には統一性があり、マルコは主の福音奉仕の為全生涯を全うした。(長崎哲夫牧師の説教要約) 

次主日 5/23 は聖霊降臨節(ﾍﾟﾝﾃｺｽﾃ)、聖餐式をします(ｺﾛﾅ対応の)。次に長崎牧師に説教していただ

くのは 6/27 です。5/17(月)10:00~11:30 伝道所主催の甲府聖書研究会(YMCA)。5/25~26 東海教区総

会。牧師の動き:5/20 刑務所で集合教誨と個別教誨。甲府中央教会での説教支援は 6 月までです。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


